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【 はじめに 】Bi2Sr2CaCu2O8+δ(BSCCO)単結晶で作ったメサ構造に直流バイアスを印加するとテ

ラヘルツ波の発振が観測された[1]。このようなメサ構造は多数層の固有ジョセフソン接合を持つ

ので、メサを空洞とする共振条件とジョセフソン関係式が同時に満たされる電圧を与えればテラ

ヘルツ波が放射されると解釈されている。ジョセフソン関係式から発振周波数は印加電圧に比例

し、空洞共振の条件から(方形メサの場合 f = C0/2nW)発振周波数はメサの幅Wによって決まると

知られている。ここで、C0 は真空中の光速、n は実効的な屈折率である。私たちは元素置換によ

って nを変えることで、発振できる周波数の範囲が広げられると考えている。 

我々は今回 BSCCOの Srサイトの一部を Laで置換した Bi2Sr2-xLaxCaCu2O8+δ(BSLCCO)に注目し

た。Sr2+を La3+に置換することによりホールキャリアが減少する事は知られており、La 置換によ

りブロック層の厚みが減少するという報告もある[2]。これらがもたらす効果として、発振に有利

なアンダードープ側になりやすい一方で、臨界電流密度が上昇して発振強度が高くなることなど

が期待される。前回の応用物理学会では BSLCCOにおける発振の検出を報告した。今回は異なる

試料における発振の再現性を報告し、発振周波数 fの W依存性を測定することで、La置換による

屈折率の変化を議論する。 

【研究の方法と結果】TSFZ法で育成した BSLCCO結晶を劈開し、Arイオンミリング等によって、

80×400×1.2 μm3のメサ構造を作製した。I-V 特性と発振特性(24 K)を Fig. 1 に示す。発振が検出さ

れる温度は 16 Kから 42 Kの間で

あり、16 K から 20 K までは

low-biasでおよそ 1.45 Vで発振が

検出され、20 Kを超えるとリトラ

ップが起こり、温度が上がるにつ

れ発振電圧が下がる。24 Kの時 1.4 

Vで high-biasの発振が見えた。メ

サの厚さから層数を 800 層と想

定すると、発振電圧から発振周波

数 0.7 THz が得られ、屈折率 n は

2.67 と見積もられる。 

Fig.1: 24 Kにおける IV 特性と発振特性 
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